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表１ プログラム例  
プログラム例「思春期の子どもの心の問題と学校での支援」  
ねらい：思春期の学校臨床について相互に考えあい ,理解を深める。
タイムテーブル：  150 分～ 195 分～ 215 分  
導入および小講義「思春期の子どもの心の問題と学校での支援」
（20～ 40 分）
ワークの流れの説明 ,グルーピング（ 6～ 8 人×5 グループ）  
 （10 分）
テーマについて各グループ一つの「問い」を出す  （45～ 55 分）
個人記入  （6～ 8 分）
グループ内でシェアする  （3～ 4 分×8 人）  
グループの「問い」を決める  （ 10 分）  
「問い」と「その背景」を Q シートに記入  （ 5 分）  
休憩（10 分） （発表用シート記入に時間がかかるグループためのク
ッションタイムを兼ねる）  
各グループの「問い」を発表する  （ 10 分 ,2 分×5 グループ）  
各グループで受け取った「問い」への「こたえ」を話し合う  （40
～ 45 分）
必要な追加情報に関する話し合い  （ 15 分）  
＊各グループ「追加収取担当」と「情報提供担当」に分かれる 
情報追加に関するグループ間のやりとり  （ 10 分）  
 ＊追加情報に関してインタビューし ,追加情報シートに記入
「問い」への「こたえ」と「その理由」に関する話し合い  （ 15 
20 分） 
各グループの「こたえ」の発表・講師のコメント・全体討議  （ 15
～
～
45 分）  
＊追加情報に関する質問を 3 点程度 ,追加情報シートに記入  
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